
　

和
歌
山
市
の
中
学
校
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
希
望
者
が
利
用
で
き
る
「
選
択
制
デ
リ

バ
リ
ー
給
食
」
を
導
入
し
、
よ
り
多
く
の
生

徒
が
温
か
い
昼
食
を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
や
食
育
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
食
事
を
安
定
し
て
提
供
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
８
年
４
月
に

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
中
学
校
へ
届
け
る
体
制

が
整
い
ま
す
。
ま
た
、
全
員
給
食
の
開
始
に

あ
わ
せ
て
、
市
立
中
学
校
の
給
食
費
が
無
償

と
な
り
ま
す
。

和
歌
山
市
の
中
学
校
給
食

和
歌
山
市
の
中
学
校
給
食

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

● 

設
計
（D

esign

）

● 

建
設
（Build

）

● 

運
営
（O

perate

）

を
一
体
で
担
う
「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
」
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ

給
食
運
営
事
業
者
が
、
設
計
や
建
設
の
段
階

か
ら
参
加
し
、
施
設
づ
く
り
か
ら
日
々
の
運

営
ま
で
継
続
し
て
関
与
す
る
こ
と
で
、
維
持

管
理
の
効
率
化
や
衛
生
管
理
の
高
度
化
が
図

ら
れ
、
効
率
的
で
安
定
し
た
管
理
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
届
け

る
体
制
を
長
期
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

D
B
O

D
B
O
方
式
の
給
食
セ
ン
タ
ー

方
式
の
給
食
セ
ン
タ
ー

市立全１８校の給食費も無償に！市立全１８校の給食費も無償に！

中学校給食センター オープン中学校給食センター オープン

問 �給食管理課 ☎ 435-1137 
中学校給食センター☎ 488-9481

　毎朝センターに入る
と、まず届いた食材の状
態を一つずつ丁寧に確認
するところから一日が始
まります。大量調理と
いっても、子どもたちが
口にする大切な食事であ
ることに変わりはありま

せん。調理の過程で細心の注意を払うため、私たち栄養
士と調理スタッフが常に緊密に連携し、より良い給食の
提供に向けて意見を出し合っています。今回整備された
給食センターには、新しい調理器具や設備がとても充実
しており、より温かくおいしい料理を届けることができ
ます。献立づくりでは、栄養バランスはもちろん、中学
生が喜んでくれる姿を思い浮かべながら味付けや組み合
わせを考えています。子どもたちの「おいしかった」の
声を励みに、これからも安全で心のこもった給食づくり
に取り組んでいきたいと思っています。

中学校給食センター栄養士

● H
ハ サ ッ プ

ACCP に基づいた徹底した衛生管理

● 最大 8,300 食規模の大量調理を安全かつ衛生的に調理できる厨房機器を選定

● 調理場内の温湿度管理（室温 25℃以下、湿度 80％以下）

● アレルギー除去食（卵、乳、えび、かにを除いた給食）は専用調理室で調理して提供

● 特殊断熱構造で高い保温性を持つ食缶を採用
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H
ハ サ ッ プ

ACCP

温度・時間の管理 異物の検出

計測的な監視・記録

高速割卵機

１時間で 3,000 個の生卵を 
自動で割ることができます。

調理する私たちは、日々健康
チェックをしています。施設
に入るときも、異物が入らな
い厳重な仕組みがあります。

高速スライサー

キャベツなら１時間で 
4,000㎏処理できます。

下準備

低輻射型蒸気回転釜

低圧蒸気を使って、均一加熱がで
き、大量に素早く調理ができます。

断熱構造の食缶

高い保温性の食缶へ入れ、
コンテナで学校へ運びます。

調理配送

室内の換気、空調設備は独立
しており、アレルゲンの混入
を徹底して防止しています。

アレルギー対応食
専用調理室

給食ができるまで

特徴

子どもたちの “おいしい ”を支えるために

学
校
へ

　本給食センターは、太陽光パネルの設置や
断熱性や設備効率を高めることで大幅な省エ
ネルギー化を実現し、基準比 75％以上の削
減を達成する「Nearly ZEB」建築として完成
しました。和歌山市の公共施設として初の取
り組みとなる環境負荷の低減と快適な調理環
境の両立した施設となります。
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施設概要
▪所在地　　和歌山市西浜1660番地の401
▪面積　　　敷地7,971.17㎡　延床4163.73㎡　
▪調理能力　最大8,300食／日

省エネの取り組み
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